
Ⅰ　概要

医療機関コード

病院名

所在地

管理者氏名

病床数 一般 療養 感染症 精神 結核

457床 0床 0床 0床 0床

承認年月日

Ⅱ　業務報告

対象期間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

１　紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

紹介率 ①／（②－（③＋④＋⑤）） 83.5 ％

※患者数は延べ人数 ①紹介患者数 11,526 人

②初診患者数 30,093 人

5,741 人

10,548 人

0 人

逆紹介率 ⑦／②－（③＋④＋⑤） 74.9 ％

※患者数は延べ人数 ⑦逆紹介患者数 10,345 人

２　共同利用の実績

（１）共同利用の体制等

利用医師等登録制度の担当者役職

登録医療機関数 216 件

215 件

（２）共同利用状況

共同利用を行った医療機関の延べ数 255 件

共同診療件数 2 件

高額医療機器共同利用件数 1,256 件

共同利用病床数 3 床

共同利用病床利用率 0.0010 ％

共同利用可能な医療機器

共同利用可能な施設等

1312071009

合計

457床

ア　紹介率80%以上承認要件

③地方公共団体又は医療機関に所属する
救急自動車により搬入された患者の数
（初診に限る）

④休日又は夜間に受診した救急患者の数
（初診に限る）

⑤健康診断を目的とする受診により、治
療の必要性を認めて治療を開始した患者
の数（初診に限る）

うち開設者と直接関係のない医療機関の数

病床

画像診断装置

地域連携室長

地域医療支援病院業務報告要旨

公益社団法人地域医療振興協会　練馬光が丘病院

東京都練馬区光が丘2-5-1

管理者　永井　秀雄

令和5年3月31日



３　救急医療の提供の実績

（１）救急患者数

救急搬送による救急患者数　 9,183 （ 5,741 ）

救急搬送以外の救急患者数　 8,078 （ 6,993 ）

合計（うち初診患者数） 17,261 （ 12,734 ）

※括弧内は、初診救急患者数

（２）重症救急患者の受入体制

優先使用可能な病床数 14 床

専用病床数 8 床

（３）通常の当直体制以外における重症救急患者の受入体制状況

通常の当直体制以外における体制確保の有無 有

医師数

うち専従数

看護師数（准看護師含む）

うち専従数

薬剤師数

うち専従数

診療放射線技師数

うち専従数

臨床検査技師数

うち専従数

臨床工学技士数

うち専従数

上記以外の従事者数

（４）救急用又は患者輸送用自動車所持台数

救急用又は患者輸送用自動車 1 台

3人

0人

0人

0人

0人

0人

49人

0人

1人

0人

3人

0人

28人

0人

26人

0人

16人

26人

3人

24人

27人

0人

・CT、MRI、一般レントゲン、検体検査、生理検査（各技師当直体
制）
・救急外来、ICU・HCU（医師、看護師は夜勤体制）

常勤 非常勤

158人

9人

33人

51人

重症救急患者に必要
な検査・治療に必要
な診療施設



４　地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

（１）研修体制

研修委員会の有無 有

研修委員会の名称

有

研修指導者数 20 人

研修施設

（２）研修実績

地域の医療従事者への研修会開催回数 12 回

12 回

研修会延べ参加人数 854 人

うち院外のみの延べ参加人数 512 人

症例検討会の開催回数 3 回

医学・医療に関する講習会の開催回数 12 回

研修プログラムの有無

研修委員会

うち医師以外の医療従事者を対象とした研修会

研修の内容

・6/11練馬光が丘心血管カンファランス「TAVI(経カテーテル大動脈
弁置換術)治療の実際」
・6/21練馬光が丘病院CPC「肺腺癌加療中に心筋梗塞が疑われた80歳
代男性の一剖検例」
・7/24最新の弁膜症治療“TAVI”
・8/6医療安全講習[対話力の発揮により事故防止]
・8/30災害医療「災害発生、どうする感染対策」
・10/1練馬光が丘病院CPC「難治性不整脈の原因として心アミロイ
ドーシスが考えられた一剖検例」
・11/14循環器フォーラム[TAVI治療の基礎と心房細動]
・11/29練馬光が丘病院CPC「腰椎圧迫骨折を契機に胃癌が疑われた
が、精査前に呼吸不全を来し死亡した70代男性の1剖検例」
・1/14医療の質[医療の安全を語る]
・2/26『練馬光が丘病院の大動脈弁狭窄症の最新治療』
・3/10循環器フォーラム[地域で考える-最新の循環器診療と抗血栓療
法のトータルマネジメント]
・3/28臓器移植講習[臓器職～知っていますか？～]

近隣医師会会員および会員施設職員 （練馬区、板橋区、北区、等）



５　診療並びに病院の管理運営に関する諸記録の体系的な管理方法

管理責任者

管理担当者

６　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

閲覧責任者

閲覧担当者

閲覧方法

前年度の総閲覧件数 0 件

閲覧者別延べ件数 医師 0 件

歯科医師 0 件

地方公共団体 0 件

その他 0 件

７　委員会の開催実績

委員長の役職等

委員数 14 人

うち院外 11 人

委員会の開催回数 4 回

８　患者相談の実績

相談を行う場所

主たる相談対応者

443 件

病院の管理及び運営
に関する諸記録の管
理方法

診療に関する諸記録
の管理方法

電子情報処理データーファイルの形式で、事務部にて保管管理してい
る

共同利用の実績は地域連携相談センター、救急実績や運営関係記録は
医事課にて管理している

相談件数

主任

管理者

事務部長

総合受付にて申出を受ける、医事課にて受付昨日を担い、事務部長に
より面談室にて閲覧させる

面談室

委員会の概要

・5/21、8/20、11/19、2/25
・主な議題
　患者数および診療実績報告
　周産期医療、マイナンバーカード利用状況、障害者短期入所事業へ
質問および要望があった

管理者

相談の概要
・転院相談、受診相談
・医療費に関する事、生活保護に関する事
・外来待ち時間に関する苦情

管理者

事務部長



９　地域医療支援病院に求められるその他の取組　（任意）

（１）病院の機能に関する第三者による評価

病院の機能に関する第三者による評価の有無 有

注）医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価が

あること。

（２）果たしている役割に関する情報発信

果たしている役割に関する情報発信の有無 有

（３）退院調整部門

退院調整部門の有無 有

（４）地域連携を促進するための取組

地域連携クリティカルパスの策定 無

退院調整部門の人員体制、取
組状況等の概要

地域連携相談センターを設置し、退院調整部門として常勤
看護師4名、常勤MSW6名を配置

策定した地域連携クリティカ
ルパスの種類・内容
地域連携クリティカルパスを
普及させるための取組

評価を行った機関名、評価を
受けた時期

病院機能評価3rdG:Ver.3.0 認定第JC2513号

情報発信の方法、内容等の概
要

・広報誌「きらきらレター」の発刊（隔月）
・診療のご案内「医師プロフィールの発刊」（年１回）
・ホームページによる発信


